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緒 言
前報1)において，配色調和の良否の評価iζ，稽好色が
影響を及lますか否かについての検討を試み，その結果，
Z色配色調和の良さの評価IC晴好色が影響を及ぼすζ と
が，一応認められたが，前線υは，女子の大学生のみを
対象としたものであり，被検者数も少なく，使用した色
の種類も少なかった。今回は，噌好色の影響を，さらに
明らかにするため，被検者をより広範囲に多数とし，色
の種類もさらに増して実験を行なった。すなわち，色彩
研究用の色紙14色を用い，高校生(女子).大学生 〈男
子 ・女子).一般(男子・女子)計89名を被検者として，
Pt好色の判定を行ない，同時に， ζれら14色を2色づっ
組合わせた91個の2色配色について，配色調和の良さの
宮平価を行ない，堵好色の影響をしらべた。それらについ
て概要を報告する。
なお，P番好色は被検者のパーソナリテイその他の要因
iζ相当程度関係していると考えられている幻。したがっ
て，本実験においても配色調和を判断するのに，被検者
のパーソナリティがどのように影響するかをしらべると
とも一方法であるが，パーソナリティよりも，より直接
的IC関係すると思われる曙好色との関係をまずとりあげ
る乙とにした。その理由は，今後いろいろの配色問題を
取り扱う場合tζ，色影4ζ対する晴好性を一つの判断の基
準とした方が，配色効果を解明するのにより信ぴょう性
の高いデーターが得られ易いと考えたのが一つの理由で
ある。また，曙好色の決定はパーソナリティの判定より
もはるかに容易であり，したがって実際に利用され易い
ととがもう一つの理由である。
実 験
1. I式料の作成
1-1 色紙
色紙は， 日本色彩社製の色彩研究用のもので，赤系
統，貧系統，緑系統，背系統から， それぞれ 3色づっ
と，無彩色2色(白 ・黒)の針14色を用いた。(便宜上，
色番号として，それぞれ，1. 2.3・….14をつけた。〉
カラースタジオで測定した14種の色紙のX.Y. Zおよ
びX.Y. Zから算出した色皮座標 X，)fの値，さら
に，修正マンセル記号による表示に転換した値を第1表
に示した。
1-2 o&好色判定用の試料およびスケーJレ
被検者iζ提示する試料として， 14色の色紙をそれぞれ
7c.角の大きさにした。判定時の台紙として.N 5.9の
灰色の色紙を用い，乙れを26x 147舗の大きさにして機
長iζ置いた。 ζの台紙ICは上端から3舗の位置に横線を
引き. 1伽冒間隔に 1~14迄の白星Eを入れ，色に対する稽
好の程度を表示するスケールとした。
1-3 2色配色調和を評価するための試料
14種の単独色を2色づっ組合わせてできる2色配色は
91通りある。それを作るために，前線1)同様，各色紙を
5c鱒角に切り，乙れを10c:a角の台紙の上に市松模様IC貼
りつけた。判定時の台紙として.37X155c.のN5.9の灰
色の色紙を横長に置いた。
Z 実験方法
2-1 被検者，実験期間，笑験場所
被検者は大阪市内の高校生(女子)32名，大阪市立大
学の学生(男子)21名，同 (女子)21名，一般 (男子)
7名， 一般(女子)8名の計89名IC依類した。被検者の
年令等は第2表の通りである。(なお，小学生について
も実験したが，被検者数が少数であるため，今回の集計
から書lJ愛した。)
実験期間は，1969年12月20日から1970年 5月13日迄
ι1970年10月29日から1971年6月15日迄である。
大部分の被検者の実検場所は，南側lζ窓のある研究室
で，広さは6.12X7.90mである。部屋のほぼ中央にある
高さ80閣の机の上に灰色の合紙をしき，その上で試料の
判定を行なった。
実験は晴天日を選び，自然光線の下で行なった。
2ー 2 晴好色の判定
先ず最初に噌好色の判定を行なった。 1 ~14点までの
等間爾のスケーノレを記入した灰色の台紙の上IC，14種の
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表-1 色紙の特性信
同3%1 x Y 
赤 * 1 .2!ω .162 
あ ず き 2 .260 .228 
ピ ン ク* 3 .511 .395 
と の と* 4 .589 .日3
つ す 宣伝 * 5 .631 .685 
J、4・ ー ジ .:>. 6 .幻7 .231 
オ プ 7 .180 .196 
ζ b、 犠* 8 .067 .ω1 
つ す 憲主‘ 9 .402 .518 
空 * 10 .236 .お4
総 * 11 .054 .049 
4ζ ぷ 育 紫 ロ .180 .171 
白 13 .820 .835 
黒 14 .050 .侭O
注*印は前報で使用した色紙と同じ。
ぷみよと|人数|
高校生女子 I 32 
男子 I21 
大学生 一一一一一一ト一一一
女子 I21 
男子 7 
般
女子 8 
計 I 89 
表-2 被
年 令
15 17才
19 25才
21 25才
23ZR::::2 
60才代…・…・・1名
20才代・・H ・H ・.2名
30才代....・H ・.2名
40才代....・H ・.3名
50才代・・・・…1名
単独色の内で，もっとも好きな色を14点の位置に，もっ
とも好まない色を1点の位置に，その間に各色を好む程
度Ir応じた点数の位置に置いてもらった。
2-3 2色配色調和の良さの評価
配色調和の良否の評価は，一人の被検者につき. 2日
聞に亘って実験した。
先ず1 日目は. ~好色の判定後続いて行なった。配色
を調和の良さの順!(順序づけるのであるが.91枚の配色
Z 
.079 
.228 
.342 
.289 
.274 
.162 
.121 
.072 
.切8
.673 
.106 
.鎗7
.銘3
.057 
検
x y 修正マンセル表示
.546 .305 4.4R 4.6/14.4 
.363 .318 3.6R 5.3/3.8 
.410 .317 2.9R 6.8/8.8 
.409 .391 9.0YR 7.8/6.5 
.397 .431 7.2Y 8.5/7.3 
.376 .367 9.7YR 5.4/3.1 
.362 .394 10.0Y 5.0/3.6 
.305 .お8 0.6G 3.3/2.5 
.282 .お3 6.0G 7.6/5.4 
.鉛3 .218 2. 3 P B 5. 6/ 9. 9 
.お8 .234 8. 2 P B 2. 6/ 3.6 
.265 .252 8.1 P B 4.7/ 5.9 
.311 .317 N 9.2 
.318 .318 N 0.4 
者
備 考
1年生・...・H ・...・H ・-…H ・H ・...31名
2年生....・ H ・.....・H ・-…・……1名
1回生……1名. 2回生……5名3口三...時. 4回全:::i2
4回生…...........・H ・-……・・.19名
大学院生…・…....・H ・...・H ・H ・'2名
大学教職員....・H ・..・H ・-…・……5名
会社員・・….....・H ・....…'"・H ・....1名
無職…・・H ・H ・..・H ・..・H ・-…….1名
大学教職員・・・・ ・・H ・H ・-……・ ・ー7名
主婦….....・H ・..・H ・-…..，・H ・..…1名
すべてを一度に煩序づけるζとは困難であるので，乙れ
を13枚単位の7組に分け. 1組どとに配色調和がよいと
思われる煩iζ並べた。 7組まで終ると13枚の試料の組み
合わせを変えて以下同じζとを5回繰返した。ζの繰り
返しの回数は多い方がより正確になるが，被検者の疲労
などを考慮して一応5固に決めた。また組み合わせを変
えるには次のようにした。最初はランダム1(13枚ずつに
分け，第1組から第7組までとする。各組で配色調和の
(侃 〉
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良い原Iζ並べた状態が~のようであったとする。
良一今悪
第1総 1-1. 1-2， 1-3， 1-4， 1-5， 
1-6， 1-7， 1-8， 1-9， 1-10， 
1-11， 1-12， 1-13 
1-14， 2-3， 2-4， 2-5， 2-6， 
2-7， 2-8， 2-9， 2-10， 2-11， 
2-12， 2-13， 2-14 
3-4， 3-5， 3-6，……・…
第2組
第3組
ζのように判定されたものを次のように組み分けして
次の判定をした。結局乙のような操作を4回行ない， 5 
回判定した。
第1組 "1-2，1-9， 2-4， 2-11， 3-8， 
4-5， ……ー …・・……・・...・...… …13枚
第2組"'1-3，1-10， 2-5， 2-12， 3-9， 
4-6，……・……………......・H ・-…13枚
第3組…1-4，1-11， 2-6， 2-13， 3-10， 
4-7 ・H ・H ・....・…..・町・…....・H ・..……13枚
第4組…1-5，1-12， 2-7， 2-14， 3-11， 
4-8， ...・H ・-…・リ パ....;..…・・13枚
第5組…1-6，1-13. 2-8， 3-5， 3-12， 
・'13枚
??? ?
第6組… 1ー 7，1-14， 2-9， 3-6， 3-13， 
・.13枚
第7組 "}-8，2-3， 2-}0， 3-7， 3ー 14，
・・・・・…・・・.13枚
各固における各配色のl順位得点数を合計し，1式料を配
色調和のよいものから次第に惑いものへと順序をつけ
fこ。
次iζ，配色調和の評価をより確実にするため，配色調
和のよいものから用置にならべた91枚の試料より， 上位か
ら9枚，中位から9枚，下位から9枚の計27枚の試料を
抽出した。 2日自の実験においては，乙の27枚の試料を
2枚づっ組み合わせて1対比較によって配色調和の良否
を評価した。 27枚の配色の1対比較の数は351あり，提
示の願序はアットランダムにした。 また， 2枚の配色の
提示は，色番号の小さいものを被倹者より向って左にお
くようにした。被検者ーは， 予め用意した記入用紙1(.配
色調和のょいと思う方にチェッタをつけた。 また，どち
らとも判断できない場合は，横絡を入れた。
実験に要した時聞は，1日目は1....2時間， 2日目iま
約1時間で，両日共，その聞に1...2回休憩した。
3. 実量産結果
3-1 単独色について
単独色の得点数について，後検者・グループ別lζ平均を
求め，その結果iζ従って単独色の噌好順位をつけると第
表-3 単独色の晴好順位
長冨1 坦当 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 18 1 9いoい1I 12い3I 14 
色番号 10 9 13 5 4 8 l 12 11 3 14 7 6 2 
高生校女子得点数 10.9 10.8 10.6 10.5 8.5 7.8 7.5 7.2 6.8 6.5 5.8 5.3 4.2 2.5 
標準偏差 3.2 3.2 3.0 3.1 2. 7 4.1 3.5 3.0 3.2 3.5 3.6 3.8 2.9 1.7 
色番号 10 8 5 13 11 9 1 12 14 4 7 6 3 2 
大 男子得点数 10.8 9.7 9.5 9.1 8.5 8.4 8.2 7.7 7.3 6.9 6.6 5.1 4.4 3.0 
標単偏差 3.3 2.9 3.9 3.9 4.3 4.6 4.3 3.9 4.3 3.4 3.8 3.6 3.3 2.6 
学
色番 号 8 11 5 13 12 7 6 4 14 1 9 2 3 10 
生 女子得点 数 11. 2 10.5 10.3 9.8 9.4 8.6 8.3 7.9 7.6 7.0 5.6 5.2 4.8 4.3 
標準偏差 2.9 3.0 3.3 3.0 3.9 4. 7 4.4 4.3 3.1 3.6 4.4 4.4 4.4 3.9 
色番 号 10 13 5， 11 9 6 4 7 1 3， 8 12 14 2 
一男子得点数 11.7 10.2 9.1 8.9 8.3 7.9 7.6 7.1 6.9 5. 7 5.3 3.9 
標準偏差 2.1 2.3 3.8 3.9 2.5 3.4 4.3 3.9 4.6 3.3 
色番 号 13 11 8 5， 14 1 2， 10 6， 12 7， 9 4 3 
般 女子得点数 10.3 9.0 8.1 7.7 7.4 7.3 6.9 6.6 6.5 4.4 
綴単偏差 3.5 5.1 3.9 4.9 3.5 3.8 
全体平均
色番号
131 5| 
8， 10 9. 11 |斗;ぅ 1/ 7. 14 ド~9Jム|ム得点 数 10.01 9.9 9.0 8.5 6. 7 
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3表の通りになる。
被検者5グループを通じ，全体平均では白色が1位，
うす黄が2位である。嫁回加が1963年iζ10--55才の男女
6∞名を対象として47色の噌好色調査を行なった結果に
おいてもやはり白色が1位であった。
本結果の全体平均の最下位 (14位〉は，あずき色で，
13位はピンクである。
空色は高校生(女子)，大学生(男子)，一般(男子)
では1位であるが，大学生(女子)では最下位であり，
著しい相違がみられる。一般女子では中位である。
被検者グループの特徴をみると，高校生(女子)では
空色，うす緑，白，うす業，との乙等の明度，彩度の高
い色が上位iとあり，あずき，ベージユ，オリーブ，黒な
どの低明度，低彩度の色が下位にある。
大学生女子においては， ζい緑が1位で紛が2位であ
るが，前報11の結果もまったく同じであった。また，前
報で用いた8色のみについてみると，今回の順位と大変
よく似ている乙とが知れる。
大学生について，男子と女子を比較すると，空色，う
す緑，赤の有明度あるいは高彩度の色が，男子IC比べて
女子の方が低~.位にあり，また， *世， ICぷ育祭，オリー
プ，ベージュなどの比絞的低明度，低彩度の色は，男子
の方が女子IC比べて低順位である。その他の色について
は順位が似ている。
3-2 2色西日色調和の良否について
各被検者毎tζ，調和がよいと判断され，記入用紙ICチ
ェックされた配色を+1点とし，横絡で示された何れと
も判断しにくい配色をO点とし，空白，つまり良くない
と判断された配色をー 1点として，各配色毎iζ点数を合
計し，点数の大きいものから小さいもののl慣，すなわ
ち，配色調和のよいものから悪いものの順に並べた。
その結果によると， 91配色中，第1， 2順位IC調和が
良いと評価された配色は，うす黄 :lこい縁(うす黄と ζ
い縁とを配色したものの意味である。以下問じ。)，ζい
緑:白で89名中29名の被検者がとれらの配色を1位..3
位迄lζランクしている。また，調和が良くないと評価さ
れた配色についてみると，もっとも良くないのは紺:黒
で.89名中50名が最下位~下位から 3番目迄lζランクし
ている。次に良くないのは，あずき色:ベージュで同様
iζ31名，その次は赤:空色で22名である。
考 察
l 単独色の得点数と配色に含まれた単独色の得点数と
の関係
配色調和の良否の評価に対し.~!好色が及ぼす影響を
Ð~ 学
検討するため，89名の被検者ごとに，単独色の得点数と，
配色lと含まれた単独色の得点数との相関係数を求めた。
乙乙で，配色IC含まれた単独色の得点数は，次のよう
にして求めた。 91配色のうちから2:7配色を抽出して一対
比較を行なったため.2:7配色の中に含まれている各単独
色の度数はまちまちになっている。そ乙で，各単独色が
含まれている配色の得点数を合計し，それを，その単独
色が含まれている記色の数で割った値を配色に含まれた
単独色の得点数とした。たまたまどの配色にも含まれて
いなかった単独色については，それを除いて相関係数を
求めた。
被検者どとの相関係数を第4表に示す。
全体的にみると.89名のうち61%の被検者については
有意の相関があり，相関係数の平均値は， 0.558であ
る。
被検者グループ別にみると，高校生(女子)では32名
のうち75%の被検者について有意の相関があり， 5グ
Jレー プの内ではもっとも割合が大きい。しかし. 1部に
負の相関を示した者もみられる。相関係数の平均値は，
0.597である。
大学生(男子〉は，有意の相関を示した者は21名中38
%で，5クツレープ中もっとも割合が小さ し 相関係数の
平均値は，0.491である。
大学生(女子)では，有窓の相関を示した者は21名中
71%であり，相関係数の平均値は，5グルーフー 中もっと
も高くて0.623であり，また，標準偏差はもっとも小さ
かった。
一般男子・女子についてみると，有意の相関を示した
者は，男子7名中43%，女子8名中505杉であり，相関係
数の平均値は，男子0.437で5ク"Jレープ中もっとも低
く，女子は0.506である。
すなわち，単独色の得点数と，配色IC合まれた単独色
の得点数との相関係数は，男子よりも女子の方が高い。
特に，高校生(女子)，大学生(女子)において高い相
関を示し，配色調和の評価IC稽好色の影響が大きいこと
を示している。
2. 配色における単独色の出現率
配色調和の評価と晴好色との関係を，さらに評細IC検
討するために，配色における単独色の出現率を検討し
た。すなわち，各被検者ごとに，単独色を得点数の多い
煩IC1から14迄の順位をつけた。他方，配色についても
得点数の多いI1即ζ並べ，それに順位をつけ，配色調和の
良さを上位グループ，中位グルーフ¥下位グループに3
分した。同額位があって 3等.分出来ない場合は， 中位
グループで調節するととにした。そして，それぞれの
( 68 ) 
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表-4単独色の得点数と配色IC含まれた単独色の得点数との相関係数
大 学 生 一 般高校生女子
男 子 女 子 男 子 女 子
被定者|相関係数|判定 被記者|相関係数|判定 被定者 |相関係数|判定 被定者|相関係判事j定被官著|相関係数|判定
1 0.610 百担 33 0.545 54 0.698 傘* 75 0.539 * 82 O.ω4 * 
2 0.403 34 0.480 55 0.752 76 0.192 回 0.232 
3 0.820 対院* 35 0.510 56 0.501 *本 7 0.505 84 O.侭O
4 0.682 *羽ド 36 0.476 57 0.713 * 78 O.邸6 魯ヰ 85 0.710 傘本
5 O. 7ω '"本 37 O.回9 判ド本 58 0.4部 79 0.775 *司院 86 0.921 * 
6 0.604 省臨 38 0.214 59 0.672 * 80 O.叩1 87 0.401 
7 0.482 39 0.398 60 0.768 *ホ 81 0.1幻 88 0.604 
対ド
8 O.臼6 * 40 0.422 61 0.697 * 平均 I0.4371 89 0.453 9 0.270 41 0.862 * 62 0.756 ネ* 平均 1 0.5061 
10 -0.027 42 0.605 調ド 63 0.525 標準偏差I0.3071 
11 0.620 * 43 0.435 64 0.781 本* 標準偏差 0.271 
12 0.640 泊陰 44 0.356 65 0.712 *本
13 O. 704 “ 45 0.493 66 0.690 ホ*
14 0.569 * 46 0.599 牢 67 0.387 
15 -0.081 47 0.671 * 68 0.654 '巳
16 0.864 *事 48 0.326 69 O.お5
17 0.481 49 O.旬。 * 70 0.487 
18 0.485 関 O.お3 71 0.570 * 
19 0.747 本* 51 0.548 判ド 72 O. 707 ホ*
20 O. 714 羽惨事 52 0.661 本 73 0.612 * 
21 0.746 存率 53 0.061 74 0.629 * 
22 0.645 省
平均 1 0仰 | 平均10臼23 O. 703 * 
24 0.591 割伊 標準偏差[u.2ω| 標準備差10叫
25 0.819 司区準
26 0.882 語惨事 注 紳1%以下の危険率で有意
27 0.656 場 '" 5% " 
28 0.698 * 
却 O. 734 * 
30 0.450 
31 0.671 * 
32 0.549 調俳
平均 1 0.5971 
騨偏差1 0.2171 
グループの配色ICは，噌好l順位の上位あるいは中位また
は低位の単独色がどれだけ含まれているか，その数を数
え，その数がそのク勺レープの全配色数の何%であるかを
計算した。(配色は 2色配色であり，合まれる色は単
独色であるからグループ毎の各単独色の出現率の合計は
2ω%になる。)そして，各格好煩位の単独色の出現率を
( 69 ) 
. 
被検者グループZltlC平均を求めた。その結果を第5表IC
示す。また，それぞれの被検者グループおよび全体の平
均値をグラフで示すと，第1図~第6図の如くである。
第5表において，たとえば高校生(女子)では稽好順位
の第1位，第2位，第3位の各色が上位グループの配色
IC出現する割合は，それぞれ30.196，23.596. 23.19ぢで
学~Il 被-1ω一
2色配色調和の良さの上位，中位，下位ク・Jレー プへの各単独色の出現率(労〉
遺言罫T1 2 5 6 7 8 11 112 113 14 
上 高校生(女子)30.1 23.5 23.1 17.2 21. 5 9.8 14.5 15.3 12.6 12.5 10.2 4.3 4.2 1.4 
位 大学生(男子)24.5 21.1 24.0 21.9 15.6 18.6 13.3 13.0 13.5 14.1 3.5 7.4 4.2 5.5 
グ 大学生(女子)30.2 25.7 21. 7 19.7 21.6 10.4 15.2 14.6 13.2 5.5 9.1 5.1 5.4 2.4 
Jレ 一般(男子)30.8 18.5 22.8 19.6 22.7 16.3 9.4 22.0 7.3 6.9 7.5 2.8 4.0 9.5 
一般(女子)25.8 18.4 幻.4 27.0 21. 7 29.2 6.7 2.0 15.8 8.2 10.6 7.2 1.4 2.6 
プ 平均 28.4 22.6 23.0 20.0 20.2 14.3 13.3 13.9 12.8 10.4 8.2 5.3 4.2 3.3 
中 高校生(女子)12.9 15.0 16.7 12.4 16.4 17.2 13.2 17.1 12.2 13.4 13.7 15.0 12.4 12.4 
位 大学生(男子)12.3 12.4 16.0 17.3 15.4 13.5 15.5 15.5 18.9 11. 0 12.3 12.4 16.8 10.6 
グ 大学生(女子)14.2 12.0 14.8 9.6 14.8 15. 7 17.0 17.7 15.2 17.5 13.1 16.4 11.7 10.5 
)1〆 トー 般(男子〉 8.9 21. 0 19.8 12.6 18.5 7.3 16.2 12.3 15.3 10.2 12.4 16.6 14.3 14.6 
トー 絞(女子)ロ.6 7.4 16.6 12.8 11.3 9.0 20. 7 14.2 21.4 19.2 14.6 16.9 6.8 16.6 
プ 平均 12. 7 13.5 16.3 13.0 15.5 14.5 15.5 16.2 15.6 14.1 13.2 15.0 ロ.9 ロ.1
下 高校生(女子) 2. 7 4.0 7.7 3.8 5.6 12.0 ロ.5 12.7 16.3 15. 7 19.3 23.7 26.9 37.2 
位 大学生(男子) 5.5 6.8 9.6 9.5 8.8 10.0 18.4 13.5 10.2 16.8 26.5 16.5 26.6 21. 3 
グ 大学生(女子) 4.5 5.4 6.8 11.1 10.2 9. 7 9.6 13.5 13.5 13.6 16.9 25.9 27.2 31. 9 
)1ノ 一般(男子)11.8 12.9 8.9 5.6 4.8 7.3 18.5 10.4 21.1 21.1 1. 9 13.2 22.8 却.7
一般(女子)12.9 9.0 4.3 13.7 16.3 9.8 10.3 13.1 12.0 18.7 15.6 13.5 31.2 19.7 
プ 平均 5.4 6.1 7.7 7.9 8.3 10.4 13.5 12.9 14.2 16.1 19.6 20.8 27.0 30.0 
表-5
了ーで. 1 &. t .e，I'H'>原依
2色配色舗和の良さの上，中，下位のグループへ
の単独色の出現寧%(高校生女子32名の平均)
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2色配色調和の良さの上，中，下位のグループ
への単独色の出現率必 (89名の平均)
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図-3 2色配色調和の良さの上，中，下位のグループへ
の単独色の出現率%(大学生男子'21名の平均)
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図- 4 2色配色調和の良さの上，中，下位のグループへ
の単独色の出現率%(大学生女子21名の平均)
あり，それら3色が上位クワレー プiζ 出現する割合は，
30.1 +23.5+23.1 =76.796となり極めて大きい。第1.. 
3位の色が下位グループの配色iζ 出現する割合は，2.7 
+4.0+7.7=14.496と極めて小さい。また，同じ後検者
群において噌好順位第12位，第13位，第14位の色が上位
クソレー プの配色1:出現する割合は， 4.3+4.2+1. 4=9. 9 
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図- 5 2色配色調和の良さの上，中，下位のグループへ
の単独色の出現~% (一般男子7名の平均)
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図- 6 2色配色調和の良さの上，中，下位のク勺レー プ
への単独色の出現率96(一般女子8名の平均)
%と極めて小さく，下位ク勺レープに出現する割合は，
23.7+26.9+37.2=87.8労と非常に大きい。
乙のように，配色調和の良さの上位クツレープにおいて
は，晴好)1良位の高い色を含む配色の出現率が高く，~普好
順位が下位になるにつれて出現率も低くなる。下位グ
Jレープにおいては，上位クツレープと反対に，II"~好順位の
-102一
表-6各配色の色相差，明度差，彩度差
配色|色相差明度差抑制 配色 色相差明度差
1: 2 0.8 o. 7 10.6 5: 6 7.5 3.1 
1: 3 1.5 2.2 5.6 5: 7 2.8 3.5 
1: 4 14.6 3.2 7.9 5 : 8113.4 5.2 
1: 5 22.8 3.9 7.1 5 : 9118.8 0.9 
1: 6 15.3 0.8 1.3 5: 1C 45.1 2.9 
1: 7 25.6 0.4 10.8 5:1 11 49.0 5.9 
1: 8 36.2 1.3 11.9 5: 12 49.1 3.8 
1: 9 41. 6 3.0 9.0 3 一5:1 0.7 
1: 10 32.1 1.0 4.5 41 -5:1 8.1 
1: 11 26.2 2.0 10.8 6 : 71 10.3 0.4 
1: 12 26.3 0.1 8.5 6 : 8120.9 2.1 
1: 13 一 4.6 一 6: 9 26.3 2.2 
1: 14 4.2 6: 1c47.4 0.2 
2: 3 0.7 1.5 5.0 6: 11 41. 5 2.8 
2: 4 15.4 2.5 2. 7 6: 12位.6 o. 7
2: 5 お.6 3.2 3.5 6 : 1~ 一 3.8 
2: 6 16.0 0.1 0.7 6: 14 5.0 
2: 7 26.4 0.3 0.2 7: S 10.6 1.7 
2: 8 37.0 2.0 1.3 7: S 16.0 2.6 
2: 9 42.4 2.3 1.6 7: 1042.3 0.6 
2: 10 31.3 0.3 6.1 7: 1148.2 2.4 
2: 11 25.4 2. 7 0.2 7.12 48.1 0.3 
2: 1225.5 0.6 2.1 7: 13 4.2 
2: 13 一 3.9 一 7: 14 ー 4.6 
2: 14 一 4.9 一 8: g 5.4 4.3 
3: 4 16.1 1.0 2.3 8: 10 31. 7 2.3 
3: 5 24.3 1.7 1.5 8: 11 37.6 O. 7 
3: 6 16.8 1.4 5. 7 8: 12 37.5 1.4 
3: 7 27.1 1.8 5.2 8: 13 5.9 
3: 8 37.7 3.5 6.3 8: 14 一 2.9 
3: 9 43.1 0.8 3.4 9: 1026.3 2.0 
3: 10 30.6 1.2 1.1 9: 11 32.2 5.0 
3: 1124. 7 4.2 5.2 9: 12 32.1 2.9 
3: 12 24.8 2.1 2.9 9: 1~ 1.6 
3: 13 2.4 一 9: 14 7.2 
3: 14 一 6.4 一 10: 11 5.9 3.0 
4: 5 8.2 o. 7 0.8 10: 12 5.8 0.9 
4: 6 o. 7 2.4 3.4 10: 13 3.6 
4: 7 11.0 2.8 2.9 10: 14 5.2 
4: 8 21.6 4.5 4.0 1 : 12 0.1 Z.l 
4: 9 27.0 0.2 1.1 1 : 13 6.6 
4: 10 46.7 2.2 3.4 l1:a 一 2.2 
4: 1 40.8 5.2 2.9 12: H 4.5 
4: 12 40.9 3.1 0.6 12: 14 4.3 
4: 13 1.4 一 13・14 8.8 
4: 14 一 7.4 
被 sIl. 
彩g(差
4.2 
3.7 
4.8 
1.9 
2.6 
3. 7 
1.4 
一
一
0.5 
0.6 
2.3 
6.8 
0.5 
2.8 
1.1 
1.8 
6.3 
0.0 
2.3 
一
2.9 
7.4 
1.1 
3.4 
4.5 
1.8 
0.5 
6.3 
4.0 
一
一
2.3 
一
一
一
一
一
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学
注 1) :ー は無彩色を含む配色
2) :色相差はマンセル色環を 1∞等分したときの
数字を用いて求めた。
たとえば1:2の配色では4.4R-3.6R=0.8
1: 7の配色では 10.OY -4. 4 R =30. 0-4. 4 
=25.6 
高い色を含む配色の出現*が低く，，普好順位が下位にな
るにつれて出現率は高くなる。また，中位グループにお
いては，好きな色も好きでない色もほぼ同様な出現率を
示す。
被検者グループ別には，特lζ高校生(女子)(第2図)
と， 大学生(女子) (第4図〉において上記の傾向が明
確であり，その他のグループ(第3，5， 6図)におい
てもほぼ同様の傾向がみられる。
本項および前項の結果から2色配色の調和の良否の評
価に対して，稽好色が影響を及iます乙とが磁認できたと
考えてよいであろう。そして， その影響は高校生(女
子)，大学生 (女子)において特1::著明である。
3. 色の三属性との関係
以上の考察により，2色配色調和の良さの上位グルー
プには，g普好順位の高い色を含む配色が多く現れる乙と
がみとめられる。 しかし稽好順位の高い色同志の配色で
あっても必ずしも上位グループに現れてとないものもあ
るので，色の三腕性との関係、について検討してみた。各
配色についての色相差， 明度差， 彩度~を求める と， 第
6表のようになる。 また，配色調和の上， 中，下の配色
に対する各グループの平均明度差，平均彩度差，平均色
相差を求めると第7表のようになる。ただし， 各グルー
プの平均値は被検者個人の値を平均したものであり，平
均彩度差，平均色相差については無彩色を含む配色を除
いて平均した。また，第7表lζは無彩色の白および黒を
含む配色が配色調和の上，中，下のグループへどのよう
な割合で現われるかをも表示ししある。
明度差は，被検者5グループ共，上位クツレープにおい
て大きし中位グループ，下位クツレープと煩IC小さくな
る。 89名の平均では，上位グループ3.9，中位グループ
2.8，下位グループ2.0である。
彩1t差，色相差については，上， 中，下の各グループ
の聞に殆んど差がみられない。
すなわち，配色調和の評価には明度差が大きく関係し
ており，2色配色で，その一方，または双方の色が噌好
順位がよ位であり，しかも，それら2色聞の明度差が大
きい配色は， 配色関和がよいと判断される湯合が多い。
次に，自の含まれている配色が，配色調和の上，中，
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表-7 2色配色調和の良さの上位，中位，下位グループの平均明度差，彩度差，色相差
主語ち 明度差 彩度差 色相差 合自を含む配色の{労割) 合黒を含む配色の(%割) 上位 |中位 |下位 上位 |中位 |下位 上位 |中位|下位 上位|中位|下位 上位|中位|下位
高校生女子 4.1 2.8 1.9 3.8 4.1 3.3 21. 6 27.1 24.8 35.2 14.0 2.4 13.3 10.2 2.5 
大学生
男子 4.1 2.8 1.9 3.1 3.4 4.1 21.8 23.6 23.9 38.1 9.8 2.4 12.8 14.6 25.1 
女子 3.7 2.8 2.0 4.1 3.8 3.8 21.2 24.9 30.4 24.5 17.1 3.5 6.8 13.6 19.4 
ト一一一一 一
男子 3.6 2.8 2.4 3.0 3.3 3.3 26.6 26. 7 28.2 45.0 3.8 2.9 6.5 19.6 34.9 
一 般 一 ト一一 一
女子 3.8 2.8 2.0 4.2 4.5 4.5 24.2 24.1 26.0 28.1 15.3 1.3 6.5 7.6 幻.2
平均 13. 9 1 2. 8 1 2. 0い71 3. 9 1 3. 7 1 22. 2 同 51 ぉ3f33~5T13.1 r 2.6110.5112.5 1ぉ4
下の各グループへどの程度現れるかをみるに，上位グ
Jレー プではもっとも多く現われ，中位グループ，下位グ
Jレー プの順iζ少なくなっている。 89名の平均では，上位
クツレーフ'.33.5%，中位グループ13.1%，下位グループ
2.6%である。 乙れは，白色の噌好順位が高いζとに原
因していると恩われるが，とくに，大学生 (男子)，一
般(男子)の男子グループにおいて，上位クツレー プへの
現れ方が多い。すなわち，大学生(男子)38.1%，一般
(男子)45.0%である。乙れは，前項の配色における単
独色の出現率において，上位グループへの1位の色の出
現率がそれぞれ24.5%，30.896に比べて大きい。 乙れら
男子グループにおいては，白色を含む配色の評価がとく
に高いことを示している。
黒色の含まれている配色については，上位クツレープlL
少なく，下位クツレープlL多かった。 89名の平均では，上
位グループ10.59杉，中位グループ12.596，下位クツレープ
23.4%であって，乙れは黒色の晴好願位が下位であるた
めと思われる。
要 約
配色調和の良否の評価に格好色が影響を及ぼすか否か
をより明らかにするため，高校生(女子).大学生(男
子・女子).一般(男子 ・女子)計89名を後検者として，
14色の色紙について噌好色の判定を行ない，同時に.14 
色を2色づっ総合わせた91個の2色配色について配色調
和の良さの評価を行ない，曙好色の影響をしらべた。そ
の結果，次のような乙とが判明した。
1. 単独色が2色配色された場合，以下lζ述べる考察結
果から，単独色1(.対する好き嫌いが配色調和の良否の評
価lζ影響を及ぼすものと判断された。すなわち
①単独色の得点数と，配色iζ含まれた単独色の得点数
との相関係数を求めると，全体的には89名中61労の
( 73 ) 
被検者について有意の相関があり，相関係数の平均
値は0.558である。被検者グループ別1(，相関係数の
平均値と，有意の相関を示した彼検者の割合をみる
と，高校生(女子)O. 597 (7596).大学生(男子)
0.491 (38%).大学生(女子)0.623 (71%).一般
(男子)0.437 (43%).一般〈女子)0.506 (509ψ 
であり，相関係数は男子より女子の方が高い。
①2色配色の調和の良さを上，中，下の3クツレープに
分けてみると，上位グループlζは噌好順位の高い色
を含む配色の出現率が高く，下位グループには噌好
j順位の低い色を含む配色の出現率が高い。また，中
位クツレープでは好きな色も好きでない色もほぼ同様
な出現2与を示す。乙の傾向は，特に高校生(女子).
大学子(女子〉において明確である。出現E停を89名
の平均値で示すと，上位グループにおいては，日書好
順位第1..3位の色を含む配色の出現率は74.0%.
第12..14位の色を含む配色の出現率は12.8%であ
る。下位グループにおいては，第1...3位の色を含
む配色は19.2%.第12..14位の色を含む配色は77.8
9ぢである。中位ク勺レープでは第1..3位の色を含む
配色は42.5%.第12..14位の色を合か配色1.40.0%
である。
すなわち.2色配色の調和の良否の評価に対して稽好
色が彰響を及iまず乙とが判明し，その影響は，高校生
(女子).大学生 (女子)において特iζ著明である。
2. 色の三属性との関係をみると，上位グループの配色
の明度差が平均しでもっとも大きく，中位グループ，下
位グループの阪に小さくなった。すなわち. 2色配色で
その一方または双方の色が晴好順位が上位であり，しか
もそれらの2色間の明度差が大きい配色は配色総和が良
いと判断される場合が多い。
終りに本研究にあたり，調査に御協力頂きました大阪
-104ー 被 sIi 
市立東高校斉藤繁子教諭ならびに被検者各位IC深謝いた
します。
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Summary 
The purpose of this experiment was to find out whether favourite colors have influence on judgment 
in regard to harmony in two-color combinations. The total of 89 subject.s were tested: high scrool 
girls， university students of both sexes， and adult.s of both sexes. The results of experiments lead 
to the fo11owing conclusions : 
1. Favourite colors have influence on one's judgment in regard to harmony in two-color combinations. 
The results are considered to be true， because of the following facts: 
1) Investigating the correlation coefficient between single color preferences and combination 
harmonies， itwas found that in 61 per cent of the cases the relationship meaningful. 
The average correlation coefficient was 0.558. According to groups， the correlation coefficient 
was the following : 
High school girls ・・H ・H ・-… 0.597 (75%) 
University men ……… 0.491 (38必)
University women………ー 0.623(71，%) 
Adult men …・…… 0.437(43%) 
Adult women -……..一 0.506(切手ぢ)
Women had a higher correlation coefficient than men. 
2) We divided a1 combinations into three groups according to the degree of harmony. 
In the upper group， we found frequently the combinations which contained favourite ∞lors， 
and in the lower group， the combinations with notωfavourite colors， but we found almost 
all colors with even chances in the middle group. These relationships were especially marked 
in the high school血 duniversity women's groups. of the回 subjectstested， 73.6% found the 
three very favorite colors in the up.戸 rgroup. 
The three sorts of most disliked colors were found only 12.8$ぢinthe combinations of the 
upper group. 
The three favourite colors appeared 19.2，% in the lower group， and three sorts of most disliked 
colors appeared 77.8% in the same group of combinations. 
The three favourite colors apμared 42.5$杉inthe middle group， the three sorts of most disliked 
colors appeared 40.0% in the same group of combinations. 
2. In the combinations of the upper group， there was a marked difference in Munsell values between 
the tow colors of the combinations. 
In the middle and lower groups， these differences diminished respectively. 
In the two-color combinations which were judged excellent， we could find out that either one or both 
colors of combinations were favourite colors and they differed greatly each other in Munsell values. 
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